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１．はじめに
文部科学省（２０１６a）による「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめに

ついて（報告）」では，基本的な方向性のひとつとして，「主体的・対話的で深い学び」，
すなわち「アクティブ・ラーニング」の視点から多様で質の高い学びを引き出すことの必
要性が述べられている．また，アクティブ・ラーニングを促す学習場面のひとつとして，
グループ活動などによる「協働学習」が学びの質や深まりを重視する観点から注目されて
いる．
学習者の主体的な学びを促し得る「協働学習」の効果として，学業成績および学習意欲
の向上，推論方略や批判的な推論能力の増加（JOHNSON et al.１９８４, SNELL et al.２０００）
などが挙げられており，学びの形態として有用であることが実証されている．また，OECD
（２０１３）は，他者と協働して問題解決する能力を培う重要性を述べ，PISA２０１５では「協
働型問題解決能力」が新たな科目として加えられた．なお，OECD（２０１５）は，「キー・
コンピテンシー」のカテゴリのひとつとして，「他者と円滑に人間関係を構築する能力」
や「協調する能力」，「理解の対立を御し，解決する能力」から構成される「多様な集団に
おける人間関係形成力」を挙げており，他者との関わりによる協働的な学びによって課題
解決する能力が重要視されている．
教員の資質能力の向上について，中央教育審議会（２０１５）は，教員の養成段階において

「課題の発見，解決に向けた主体的・協働的な学び（アクティブ・ラーニング）の視点に
立った指導・学習環境の設計や ICTを活用した指導など，様々な学習を展開する上で必
要な指導力 を身に付けることが必要である」と述べた．教員の資質能力として，主体的・
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協働的な学びの視点に立つとともに，協働学習を効果的に展開する力量は重要であり，教
員養成の段階で養うべき能力のひとつと言えよう．
しかしながら，すべての教員養成課程学生が質の高い相互作用性を担保し，協働学習を
取り入れた授業を効果的に展開できるようになるとは言い難い．効果的な協働学習を支援
するためには，教師の指導方略だけはなく，教師の主体性や教師自身の個人特性の影響が
想定される．教員養成段階における大学の講義や指導に注目すると，講義を受講する側で
ある学生の個人特性と協働学習に対する意識との関連については，これまでに論じられて
いない．教員養成系大学において，将来の教師となるべく学生ら個人の特性を考慮し，協
働的な学びを実践すべく主体性や態度を育むことは意義があると言えよう．
また，学習者同士が教え合い，学び合う協働的な学びを創造するには，教師のふるまい
が重要となる．稲垣（１９７４）は，授業展開は「教師」という人間と「子供」という人間同
士の営みであると述べており，COHEN & LOTAN（１９９７）は，教師が適切に指導するこ
とで，学習者らの相互作用の質を向上させる可能性を示した．町・中谷（２０１３）は，協同
学習を成立・運営するための教師の影響力について述べ，「話し合いの構造化」や「場や
生徒の特性に応じた教師の介入」，「グループ改善手続き」などの相互作用性を促進させる
方略を挙げた．また，秋田（２０１４）が述べるように，集団で共に学び合う授業の質を豊か
にするためには，学習内容に取り組むための課題や活動の展開のあり方だけではなく，対
話の充実を考えることが必要となる．したがって，協働的な学習場面では，グループ間に
おける学習者らの相互作用はもちろんだが，教師と学習者らの対話から生じる相互作用も
重要であろう．
しかしながら，他者との関わりについて言及すると，日本人は発症に結びつかなくとも，
欧米人と比較して対人恐怖心性を強く持つことが示されている（小川ほか１９７９）．また，
大学生においても対人恐怖心性を有しているとの報告もあり（穂浪・笠原１９６８），教員を
目指すべく教員養成課程学生においても例外ではないことも考え得る．他者とのコミュニ
ケーションに関する一般的な特性とも捉えられる対人恐怖心性を有している場合に，前述
したような協働的な学びを促進するための教師と学習者との対話的な活動への影響も危惧
される．
一方，教育の情報化にともない，学校現場における ICTの普及が急速に進んでいる（文
部科学省２０１６b）．また，文部科学省（２０１１）は，２１世紀を生きる子どもたちに求められ
る力を養うために，ICTを活用した「一斉学習」や「個別学習」に加え，「協働学習」を
例示しており，総務省と連携した「学びのイノベーション事業」においてもそれぞれの学
習場面ごとに ICT活用実践事例を掲載した（文部科学省２０１４）．森山ら（２０１３）は，フュー
チャースクール実証校の実践事例（総務省２０１２）を知った教員のうち，ICTを活用した
授業を実践したことがある教員は，協働的な学習活動に対して肯定的な意識を形成しやす
いことを示した．また，清水（２０１４）は，ICT活用指導力が高い教員は協働教育を有意
に多く実践していることを示し，ICT活用指導力と協働教育の実施との関係について述
べている．したがって，協働学習を取り入れた授業を展開する上で，ICT利用に関する
基本的な知識や技能が影響し得ることが想定される．
さらに，全国の公立学校における ICT環境の整備状況に目を向けると，タブレット型
コンピュータは，平成２９年には３年間で約５倍となる３７３,４７５台に増加しており（文部科
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学省２０１８），教育現場への普及が急速に進んでいる．また，機動性や入力インタフェース
の観点から，タブレット端末の効果的な教育利用が期待されており，実践的にも活用され
ている（文部科学省２０１４，瀬戸崎ほか２０１４，山本２０１６）．さらに，タブレット端末は，学
習者同士の相互作用の促進や議論の活性化から，グループ活動における協働学習に適して
いると言われており（ALVAREZ et al. ２０１１），協働的な学びの場面で用いた実践事例も
報告されている（横山ほか２０１３，鈴木ほか２０１４）．また，中川ら（２０１４）はタブレット端
末を用いた情報共有などによる思考の可視化や，協働学習における多様なコミュニケー
ション形態に言及し，タブレット端末を利用した協働的な学びに関する実践事例をまとめ
ている．したがって，グループ活動におけるタブレット端末を利用した学習を体験するこ
とで，教員養成段階における協働学習に対する興味や意欲に加えて，実践する自信を育む
ことが想定し得る．
そこで，本研究ではタブレット端末を利用したグループ活動を通して，教員養成課程学
生における協働学習に対する興味や意欲，実践する自信を育むことをねらいとした講義を
実践した．さらに，「ICT活用指導への自信」および「対人恐怖心性」を個人特性の要因
として，協働学習に対する意識の変容を示すことで，教員としての資質能力向上に寄与し
得る知見を得ることを目的とした．

２．方 法
２.１ 調査の概要
本調査は，教員養成課程１年生４８名を対象とした．調査実施時期は，２０１５年４月～６月

であった．図１に調査の概要を示す．調査は，「事前調査」，「授業実践」，「事後調査」の
手順で実施された．
事前調査では，協働学習に対する意識に関して，「協働学習に対する興味・意欲（２項
目）」，「協働学習を実践する自信（７項目）」の計９項目について４件法による回答を得た．
また，「とてもそう思う」を４点，「ややそう思う」を３点，「あまりそう思わない」を２
点，「まったくそう思わない」を１点とし，平均値を算出した．なお，被験者らには，自
分自身が教師である場合を想定してもらい，協働学習について「少人数で構成されたグルー
プで子どもたちがお互いに教え合い学び合う学習方法のこと」のように，対象を児童・生
徒に限定した説明を事前に行った．さらに，「教員の ICT活用指導力のチェックリスト（文
部科学省２００７）」および，「対人恐怖心性尺度（堀井・小川１９９６，堀井・小川１９９７）」を被
験者らに回答させ，個人特性の要因とした．
タブレット端末を用いたグループ活動による授業実践後，事後調査として協働学習に対
する意識に関する９項目について，事前調査と同様の質問項目に対して４件法による回答
を得た．得られた回答を事前調査と同様に得点化し，平均値を算出することで事前調査と
事後調査の結果を比較した．
なお，協働学習に対する意識の変容について，授業実践で分類されたグループ間での友
人関係が影響を及ぼす可能性が想定される．そこで，事後調査としてグループ間のメンバー
を対象とした「友人関係測定尺度（吉岡２００１）」による回答を得た．
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図１ 調査の概要

２.２ タブレット端末を用いたグループ活動
本実践は，学部生初年次に開講される
講義の１コマを利用して実施した．本講
義の受講生は１２名であり，４つの講義に
おいて実践することで計４８名の受講生を
対象とした．なお，各４つの講義におい
て，同様の内容について筆者が講師とし
て実践した．
本実践では，タブレット端末を利用し
たグループ活動を体験することによっ
て，協働学習に対する興味や意欲に加え
て，実践する自信を育むことをねらいと
した．そこで，受講生らを３名１組で構
成されるグループに分類した．また，１
グループで１台のタブレット端末
（iPad）を使用し，文部科学省（２０１４）
が公開する「学びのイノベーション事業
実証報告書」について，インターネット
を介してWebブラウザアプリ（Safari）
を使用し，ICTを活用した実践事例を
１０分程度の時間で閲覧した．学習者らに
は，学びのイノベーション事業実証報告
書に掲載されている，「第４章 ICTを活
用した指導方法の開発 その１」の ICT
を活用した協働学習の事例である，「C１発表や話合い」，「C２ 協働での意見整理」，「C３
協働制作」，「C４ 学校の壁を超えた学習」について，各グループでひとつの項目ずつ，
講師が指定した異なる事例を閲覧するように指示した．
さらに，ICTを活用した実践事例から長所および，短所を互いに挙げ，実践事例の改
善点について１５分程度の時間で議論した．なお，閲覧した授業実践の長所および短所の観
点に関しては，特に事例を挙げることはしなかった．また，本研究における学習者は，大
学１年生であり，教育実習の経験はなく，学校教育における指導経験を有していない．そ
こで，授業者としては学生自身がこれまでに受けてきた授業や，ICT利用の経験をもと
に，学生なりに考えてもらうことを意図した．また，ICTの教育利用について偏った側
面から述べるのではなく，学習者それぞれが考える長所と短所の両面を考慮した上で，ICT
の効果的な活用について多様な意見を共有し合い，自分たちなりの意見をまとめていくこ
とを意図してグループ活動の場を設けた．学習者らの議論からは，ICTを活用する長所
として，写真撮影からの即時的な資料作成による情報の可視化や，学習者同士の情報の共
有などが挙げられた．また，短所として，機器トラブルや教師の ICT操作に対して不慣
れな場合による授業の滞りに加え，児童・生徒らの目の疲労などの健康面に対する危惧が
挙げられた．改善点としては，授業実践に対する明確な改善を挙げられたとは言い難く，
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大学１年生であることによる経験の少なさが露呈された．しかしながら，紙などによるア
ナログによる活動との違いに着目した議論や，長所と短所のバランスを考慮した上での効
果的な利用について議論する場面があり，それぞれの経験や価値観を持ち込んで議論する
様子が見とれた．
次に，学習者らは各グループが閲覧した実践事例が示されたWebページについて，映
像接続端末（Apple TV）を使い，無線 LANを介して教室内のスクリーンに提示した．
他者に伝えるという活動である全体に向けての発表を通して，グループ活動によって議論
された情報を整理するとともに，自らの活動を省察できるようにした．各グループの発表
時間は，それぞれ３分程度とし，全体として１５分程度の発表時間を設けた．
なお，本実践では前述したように教育現場への急速な普及が進んでおり，協働学習での
多様な活用が報告されているタブレット端末をグループ活動で用いるツールとして使用し
た．さらに，本実践の対象者が大学初年次の学生であったこともあり，キーボードやマウ
スによる操作ではなく，直感的なインタフェースによって情報の閲覧・共有が可能である
ことから，グループ活動での利用が比較的容易である ICT機器として，タブレット端末
を用いた．

２.３ 評価方法
（１）「ICT活用指導力のチェックリスト」の利用
本研究では，文部科学省（２００７）が公開している「教員の ICT活用指導力のチェック
リスト（小学校版）」の一部を利用した．ICT活用指導力のチェックリストは，「A 教材
研究・指導の準備・評価などに ICTを活用する能力」，「B 授業中に ICTを活用して指導
する能力」，「C 児童の ICT活用を指導する能力」，「D 情報モラルなどを指導する能力」，
「E 校務に ICTを活用する能力」の５つのカテゴリから構成されており，教員を対象と
して作成されたチェックリストである．一方，本研究では，教員養成課程学生を対象とし
ており，ICT活用による成績評価や校務処理についてはイメージしづらいことが想定さ
れる．また，「情報モラルなどを指導する能力」に関しては，直接的な ICT活用に対する
設問で構成されていない．そこで，本研究では，学生であっても授業を受けていた側とし
てイメージできることが想定し得るカテゴリとして，授業中における ICT活用指導力を
中心に構成された，「B 授業中に ICTを活用して指導する能力」および，「C 児童の ICT
活用を指導する能力」を ICT活用指導力に関する項目として位置づけた．
なお，本研究における被験者は，入学後１ヶ月から３ヶ月程度の大学１年生であり，教
育実習の経験や，児童・生徒に対する実際の指導経験を有していない．したがって，ICT
活用指導力のチェックリストから得られた自己評価が実際の ICT活用指導力であるとも
言い難い．そこで，本研究では，ICT活用指導力のチェックリストから得られた自己評
価を，現時点での ICT活用についての自信として捉え，「ICT活用指導への自信」とした．
（２）「対人恐怖心性尺度」の利用
本研究では，堀井・小川（１９９６，１９９７）が作成した「対人恐怖心性尺度」の一部を利用
した．対人恐怖心性尺度は，「自分や他人が気になる悩み」，「集団に溶け込めない悩み」，
「社会的場面で当惑する悩み」，「目が気になる悩み」，「自分を統制できない悩み」，「生き
ることに疲れている悩み」の６つの因子から構成されている．なお，各因子は５項目の下
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位尺度から構成されている．本研究では，集団の活動と関連し得る設問項目を有する２つ
の因子を利用した．２つの因子は，非社交的側面に関する悩みを表す「集団に溶け込めな
い悩み」および，臨場的な社会的不安意識を表す「社会的場面で当惑する悩み」であった．
以上の２つの因子を対人恐怖心性に関する項目として位置づけた．

３．結 果
３.１ 分析対象者の選定
調査の結果，事後調査における「協働学習に対する意識」についての回答に欠損値があっ
た被験者を１名除外した．また，友人関係測定尺度による結果から，グループ間のメンバー
における親密度が高かった被験者４名を除外した．なお，グループ間の親密度に関しては，
吉岡（２００２）が高校生４３２名に対して実施した，「自己開示・信頼」，「深い関与」，「親密」
の因子における現実の友人関係測定値の各平均値と比較した．以上の結果から，次節以降
における各要因との分析において，４３名を有効回答とした．

３.２ ICT 活用指導への自信を要因とした協働学習の意識変容
（１）「ICT活用指導への自信」の要因
ICT活用指導力のチェックリストに含まれる，「授業中に ICTを活用して指導する能力

（４項目）」，「児童の ICT活用を指導するする能力（４項目）」の設問に対して，４件法
による回答を得た．「わりにできる」を４点，「ややできる」を３点，「あまりできない」
を２点，「ほとんどできない」を１点として，平均値を算出した．
竹野ほか（２０１１）は，教育学部に所属する大学生１２１９名を対象に ICT活用指導力の実

態を調査した．そこで，竹野ほか（２０１１）が示した質問項目の平均値をもとに，「B 授業
中に ICTを活用して指導する能力」のカテゴリ平均値の２.４３点および，「C 児童の ICT
活用を指導する能力」のカテゴリ平均値である２.４０点を基準とし，２つのカテゴリの両
得点が平均値以上であった被験者を ICT活用指導への自信を高く有している群として，
「ICT活用上位群（１４名）」とした．また，それ以外の被験者を「ICT活用下位群（２９名）」
とし，「ICT活用指導への自信」の要因を設けた．
（２）ICT活用指導への自信と協働学習意識に関する分散分析の結果
「ICT活用指導への自信」を第一要因（被験者間比較），「協働学習に対する意識」を
第二要因（被験者内比較）として，二要因混合比較による分散分析を行った．分析の結果
を表１に示す．
また，協働学習に対する興味・意欲に関する質問項目の結果を以下に示す．「協働学習
を授業に取り入れたい」の質問項目において，交互作用に有意傾向があった（F（１,４１）＝
３.５７, .０５<p<.１０）．そこで，「ICT活用指導への自信」の単純主効果を分析した結果，ICT
活用上位群と ICT活用下位群の事前意識に有意な差はなかった（F（１,４１）＝０.０９，n.s.）．
また，ICT活用上位群と ICT活用下位群の事後意識にも有意な差はなかった（F（１,４１）
＝２.５３, n.s.）．さらに，「協働学習に対する意識」の単純主効果を分析した結果，ICT活
用上位群の事前意識と事後意識に有意な差があり（F（１,４１）＝７.１４, p<.０５），ICT活用下位
群の事前意識と事後意識に有意な差はなかった（F（１,４１）＝０.００，n.s.）．また，「協働学習
に興味がある」の質問項目において，交互作用が有意だった（F（１,４１）＝４.５４, p<.０５）．そ
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表１ ICT活用指導力を要因とした協働学習に対する意識の変容

こで，「ICT活用指導への自信」の単純主効果を分析した結果，ICT活用上位群と ICT活
用下位群の事前意識に有意な差はなかった（F（１,４１）＝０.８８，n.s.）．また，ICT活用上位
群と ICT活用下位群の事後意識にも有意な差はなかった（F（１,４１）＝０.２８，n.s.）．さらに，
「協働学習に対する意識」の単純主効果を分析した結果，ICT活用上位群の事前意識と
事後意識に有意な差があり（F（１,４１）＝１３.９６，p<.０１），ICT活用下位群の事前意識と事後
意識に有意な差はなかった（F（１,４１）＝０.５２，n.s.）．
したがって，ICT活用指導への自信を高く有する被験者らは，本実践によって協働学

習に対する興味や意欲が向上することが明らかになった．
協働学習を実践する自信に関する質問項目の結果を以下に示す．「協働学習を取り入れ
た授業ができる」の質問項目において，交互作用に有意傾向があった（F（１,４１）＝３.３６,
.０５<p<.１０）．そこで，「ICT活用指導への自信」の単純主効果を分析した結果，ICT活用
上位群と ICT活用下位群の事前意識に有意な差はなかった（F（１,４１）＝１.３９，n.s.）．また，
ICT活用上位群とICT活用下位群の事後意識に有意な差があった（F（１,４１）＝４.５０，p<
.０５）．さらに，「協働学習に対する意識」の単純主効果を分析した結果，ICT活用上位群
の事前意識と事後意識に有意な差があり（F（１,４１）＝１８.７９，p<.０１），ICT活用下位群の事
前意識と事後意識に有意傾向があった（F（１,４１）＝３.０４，.０５<p<.１０）．「協働学習において
児童生徒の意見をまとめることができる」の質問項目において，交互作用に有意傾向があっ
た（F（１,４１）＝３.０２，.０５<p<.１０）．そこで，「ICT活用指導への自信」の単純主効果を分析
した結果，ICT活用上位群と ICT活用下位群の事前意識に有意な差はなかった（F（１,４１）
＝０.１２，n.s.）．また，ICT活用上位群と ICT活用下位群の事後意識に有意な差があった
（F（１,４１）＝５.４２，p<.０５）．さらに，「協働学習に対する意識」の単純主効果を分析した結
果，ICT活用上位群の事前意識と事後意識に有意な差があり（F（１,４１）＝９.５９，p<.０１），ICT
活用下位群の事前意識と事後意識に有意な差はなかった（F（１,４１）＝０.４１，n.s.）．「協働学
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習を取り入れた授業を計画できる」の質問項目において，交互作用が有意ではなかった（F
（１,４１）＝１.２７，n.s.）．そこで，主効果を分析した結果，「ICT活用指導への自信」の要因
に有意な差はなかった（F（１,４１）＝１.４９，n.s.）．一方，「協働学習に対する意識」の要因に
有意な差があった（F（１,４１）＝６.４７，p<.０５）．「効果的な協働学習を提供することができる」
の質問項目において，交互作用が有意ではなかった（F（１,４１）＝０.４６，n.s.）．そこで，主
効果を分析した結果，「ICT活用指導への自信」の要因に有意な差はなかった（F（１,４１）＝
２.３４，n.s.）．一方，「協働学習に対する意識」の要因に有意な差があった（F（１,４１）＝
１３.７８，p<.０５）．「協働学習における児童生徒の活動を支援できる」の質問項目において，
交互作用が有意ではなかった（F（１,４１）＝０.７３，n.s.）．そこで，主効果を分析した結果，「ICT
活用指導への自信」の要因に有意な差はなかった（F（１,４１）＝２.６８，n.s.）．一方，「協働学
習に対する意識」の要因に有意傾向があった（F（１,４１）＝３.３４，.０５<p<.１０）．「協働学習に
おいて児童生徒に議論をさせることができる」の質問項目において，交互作用が有意では
なかった（F（１,４１）＝０.６８，n.s.）．そこで，主効果を分析した結果，「ICT活用指導への自
信」の要因に有意な差はなかった（F（１,４１）＝０.５５，n.s.）．一方，「協働学習に対する意識」
の要因に有意な差があった（F（１,４１）＝４.９９，p<.０５）．「協働学習を取り入れた授業をスムー
ズに進行できる」の質問項目において，交互作用が有意ではなかった（F（１,４１）＝０.６８，
n.s.）．そこで，主効果を分析した結果，「ICT活用指導への自信」の要因に有意な差はな
かった（F（１,４１）＝２.０１，n.s.）．一方，「協働学習に対する意識」の要因に有意な差があっ
た（F（１,４１）＝１４.５３，p<.０１）．
したがって，協働学習を実践する自信の２つの項目において，ICT活用指導への自信

を高く有する被験者らは本授業実践後に協働学習に対する意識が向上することが明らかに
なった．また，５つの項目において，ICT活用指導への自信に関わらず授業後に協働学
習に対する意識が向上することが示された．

３.３ 対人恐怖心性を要因とした協働学習の意識変容
（１）「対人恐怖心性」の要因
対人恐怖心性尺度に含まれる「集団に溶け込めない悩み」，「社会的場面で当惑する悩み」
の因子において，６件法による回答を得た．「非常にあてはまる」を６点，「あてはまる」
を５点，「ややあてはまる」を４点，「どちらともいえない」を３点，「ややあてはまらな
い」を２点，「あてはまらない」を１点，「全然あてはまらない」を０点として，各因子の
下位尺度の合計点（計３０点）を算出した．
堀井・小川（１９９６）は，大学生３１６名を対象に男女別に各因子の平均値を示した．そこ
で，堀井・小川（１９９６）が示した男女別の平均値（集団に溶け込めない悩み/男性１２.９３点，
女性１２.０７点，社会的場面で当惑する悩み/男性１２.８１点，女性１３.６４点）を基準とし，両因
子の得点が大学生男女それぞれの平均値より高かった被験者を「対人恐怖上位群（１２名）」
とした．また，それ以外の被験者を「対人恐怖下位群（３１名）」とし，「対人恐怖心性」の
要因を設けた．
（２）対人恐怖心性と協働学習意識に関する分散分析の結果
「対人恐怖心性」を第一要因（被験者間比較），「協働学習に対する意識」を第二要因（被
験者内比較）として，二要因混合比較による分散分析を行った．分析の結果を表２に示す．
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表３ 対人恐怖心性を要因とした協働学習に対する意識の変容

また，協働学習に対する興味・意欲に関する質問項目の結果を以下に示す．「協働学習
を授業に取り入れたい」の質問項目において，交互作用が有意ではなかった（F（１,４１）＝
０.０１，n.s.）．そこで，主効果を分析した結果，「対人恐怖心性」および，「協働学習に対す
る意識」の要因に有意な差はなかった（F（１,４１）＝０.３１，n.s.，F（１,４１）＝１.２０，n.s.）．ま
た，「協働学習に興味がある」の質問項目において，交互作用が有意ではなかった（F（１,
４１）＝０.００，n.s.）．そこで，主効果を分析した結果，「対人恐怖心性」の要因に有意な差は
なく（F（１,４１）＝０.１７，n.s.），「協働学習に対する意識」の要因に有意な差があった（F（１,
４１）＝４.８５，p<.０５）．
したがって，対人恐怖心性に関わらず，本実践によって協働学習に対する興味が向上す
ることが明らかになった．
協働学習を実践する自信に関する質問項目の結果を以下に示す．「協働学習を取り入れ

た授業ができる」の質問項目において，交互作用が有意ではなかった（F（１,４１）＝０.５１，
n.s.）．そこで，主効果を分析した結果，「対人恐怖心性」の要因に有意な差はなかった（F
（１,４１）＝２.３７，n.s.）．一方，「協働学習に対する意識」の要因に有意な差があった（F（１,
４１）＝１３.７１，p<.０１）．「協働学習において児童生徒の意見をまとめることができる」の質
問項目において，交互作用が有意ではなかった（F（１,４１）＝２.３８，n.s.）．そこで，主効
果を分析した結果，「対人恐怖心性」の要因に有意な差はなかった（F（１,４１）＝０.９３，n.s.）．
一方，「協働学習に対する意識」の要因に有意な差があった（F（１,４１）＝６.８５，p<.０５）．「協
働学習を取り入れた授業を計画できる」の質問項目において，交互作用が有意ではなかっ
た（F（１,４１）＝０.０８，n.s.）．そこで，主効果を分析した結果，「対人恐怖心性」の要因に有
意な差はなかった（F（１,４１）＝０.８２，n.s.）．一方，「協働学習に対する意識」の要因に有意
傾向があった（F（１,４１）＝３.６２，.０５<p<.１０）．「効果的な協働学習を提供することができる」
の質問項目において，交互作用が有意だった（F（１,４１）＝７.６６，p<.０１）．そこで，「対人恐
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怖心性」の単純主効果を分析した結果，対人恐怖上位群と対人恐怖下位群の事前意識に有
意な差があった（F（１,４１）＝４.２１，p<.０５）．一方，対人恐怖上位群と対人恐怖下位群の事
後意識に有意な差はなかった（F（１,４１）＝０.２７，n.s.）．また，「協働学習に対する意識」の
単純主効果を分析した結果，対人恐怖上位群の事前意識と事後意識に有意な差があり（F
（１,４１）＝２８.８３，p<.０１），対人恐怖下位群の事前意識と事後意識に有意な差はなかった（F
（１,４１）＝２.１２，n.s.）．「協働学習における児童生徒の活動を支援できる」の質問項目にお
いて，交互作用が有意だった（F（１,４１）＝４.８６，p<.０５）．そこで，「対人恐怖心性」の単純
主効果を分析した結果，対人恐怖上位群と対人恐怖下位群の事前意識に有意な差があった
（F（１,４１）＝７.１９，p<.０５）．一方，対人恐怖上位群と対人恐怖下位群の事後意識に有意な
差はなかった（F（１,４１）＝０.１１，n.s.）．また，「協働学習に対する意識」の単純主効果を分
析した結果，対人恐怖上位群の事前意識と事後意識に有意な差があり（F（１,４１）＝１１.１１，
p<.０１），対人恐怖下位群の事前意識と事後意識に有意な差はなかった（F（１,４１）＝０.０５，
n.s.）．「協働学習において児童生徒に議論させることができる」の質問項目において，交
互作用が有意ではなかった（F（１,４１）＝２.６８，n.s.）．そこで，主効果を分析した結果，「対
人恐怖心性」の要因に有意な差はなかった（F（１,４１）＝５.５０，n.s.）．一方，「協働学習に対
する意識」の要因に有意な差があった（F（１,４１）＝１０.２１，p<.０１）．「協働学習を取り入れ
た授業をスムーズに進行できる」の質問項目において，交互作用に有意傾向があった（F
（１,４１）＝３.６８，.０５<p<.１０）．そこで，「対人恐怖心性」の単純主効果を分析した結果，対人
恐怖上位群と対人恐怖下位群の事前意識に有意な差があった（F（１,４１）＝１３.４７，p<.０１）．
一方，対人恐怖上位群と対人恐怖下位群の事後意識に有意な差はなかった（F（１,４１）＝
１.９４，n.s.）．また，「協働学習に対する意識」の単純主効果を分析した結果，対人恐怖上
位群の事前意識と事後意識に有意な差があり（F（１,４１）=１９.５７，p<.０１），対人恐怖下位群
の事前意識と事後意識に有意傾向があった（F（１,４１）＝２.９３，.０５<p<.１０）．
したがって，協働学習を実践する自信の３つの項目において，対人恐怖上位群は事前で
の協働学習に対する意識が低かったが，本授業実践後に向上し，対人恐怖下位群と同等に
なることが明らかになった．また，４つの項目において，対人恐怖心性に関わらず授業後
に協働学習に対する意識が向上することが明らかになった。

４．考 察
４.１ ICT 活用指導への自信と協働学習に対する意識の関連
ICT活用指導への自信を要因として協働学習に対する意識の変容について分析した結
果，ICT活用指導への自信を高く有する学生らは，協働学習に対する意識の中でも「協
働学習を授業に取り入れたい」，「協働学習に興味がある」の興味・意欲に関する項目にお
いてタブレット端末を活用したグループ活動を体験することによって向上することが示さ
れた．また，「協働学習を取り入れた授業ができる」，「協働学習において児童生徒の意見
をまとめることができる」の協働学習を実践する自信の２項目においても，ICT活用上
位群は，講義後に意識が向上することが示された．一方，ICT活用指導への自信が低い
学生らは，前述した「協働学習に対する興味・意欲」や「協働学習を実践する自信」の項
目において，「協働学習を取り入れた授業ができる」では，意識が向上する傾向があった
が，協働学習に対する意識が有意に向上しなかった．したがって，学習者である学生らに
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対して，コンピュータやプロジェクタなどの提示装置やインターネットの活用に加え，ワー
プロソフトや表計算ソフト，プレゼンテーションソフトなどを使用した基本的な ICT活
用による指導方法などについて教授することが，協働学習に対する興味や意欲に加え，協
働学習導入や子供たちの意見をまとめる活動についての自信を持たせるための一助となる
可能性が示された．
一方，協働学習を実践する自信に関する項目である「協働学習を取り入れた授業を計画
できる」，「効果的な協働学習を提供することができる」，「協働学習における児童生徒の活
動を支援できる」，「協働学習において児童生徒に議論をさせることができる」，「協働学習
を取り入れた授業をスムーズに進行できる」の５つの項目において，ICT活用指導への
自信に関わらず，事後の意識が向上した．したがって，本授業実践において，タブレット
端末を活用したグループ活動を実践したことに加え，ICTを活用した協働学習の事例に
ついて議論したことが，教員養成課程学生に対して協働学習に対する自信を与え得たこと
が示された．

４.２ 対人恐怖心性と協働学習に対する意識の関連
対人恐怖心性を要因として協働学習に対する意識の変容について分析した結果，対人恐
怖心性が高い学生らは，協働学習に対する意識の中でも「効果的な協働学習を提供するこ
とができる」，「協働学習における児童生徒の活動を支援できる」，「協働学習を取り入れた
授業をスムーズに進行できる」の協働学習を実践する自信に関する項目において，対人恐
怖下位群と比較して低いことが明らからになった．この結果から，対人恐怖心が高い学生
は，協働的な学びの提供や進行，学習者の支援に対して困難だと感じることが示された．
一方，本研究におけるタブレット端末を活用したグループ活動を体験することによって，
協働的な学びの提供や進行，学習者の支援に対する自信が高まり，対人恐怖心性が低い学
生と同等になることが示された．対人との関わりを得意としない学生に対して，タブレッ
ト端末のような ICT機器をツールとして与えることによって，協働学習を提供できる自
信を持たせ得ることが推察された．その理由として，タブレット端末を介して他者と関わ
ることで，課題解決に向けて取り組んだことが一要因であると考えられる．１台のタブレッ
ト端末の画面に提示された情報を共有しつつ，議論するという活動が「集団に溶けこめな
い悩み」を有し，対人との関わりを苦手とする学生にとってのコミュニケーションツール
として有効だった可能性も示唆される．その結果，本実践がグループ活動としての成功体
験につながり，効果的な協働学習の提供や活動への支援への自信を高めた可能性が考え得
る．さらに，全体の前に出て発表する形式ではなく，各グループから映像接続端末（Ap-
pleTV）を介して発表する形式が，「社会的な場面で当惑する悩み」を有する学習者にとっ
ての成功体験ともなり，スムーズな授業進行への自信につながった可能性も考え得る．し
たがって，対人恐怖心性が高い学習者に対して，協働学習を主体的に導入させる動機付け
として ICTの活用が有効である可能性が示唆された．しかしながら，前述した考察は，
本研究で得られた知見からは推測の域を脱しない．対人恐怖心性が高い学習者が協働的な
学びの提供や進行，学習者の支援に対する自信が高まった理由に関して，より詳細な分析
が必要であろう．
一方，協働学習に対する興味に関する項目や，「協働学習を取り入れた授業ができる」，



長崎大学教育学部紀要 教育科学 第８３号（２０１９）186

「協働学習において児童生徒の意見をまとめることができる」などの自信に関する４つの
項目において，対人恐怖心性に関わらず，事後の意識が向上した．したがって，本授業実
践において，タブレット端末を活用したグループ活動を実践したことに加え，ICTを活
用した協働学習の事例について議論しことが，教員養成課程学生に対して協働学習に対す
る自信を与え得たことが示された．

５．まとめ
本研究は，タブレット端末を利用したグループ活動を通して，教員養成課程学生におけ
る協働学習に対する興味や意欲に加えて，実践する自信を育むことをねらいとした講義を
実践した．さらに，「ICT活用指導への自信」および「対人恐怖心性」を個人特性の要因
として，協働学習に対する意識の変容を示すことで，教員としての資質能力向上に寄与し
得る知見を得ることを目的とした．
その結果，本授業実践は教員養成課程学生に対して協働学習に対する興味や自信を与え
得る講義であったことが示された．また，学習者である学生らに対して，基本的な ICT
活用による指導方法について教授することが，協働学習に対する興味や意欲に加え，協働
学習導入や子供たちの意見をまとめる活動についての自信を持たせるための一助となる可
能性が示された．さらに，対人との関わりを得意としない学生に対して，ICT機器をツー
ルとして与えることによって，１台のタブレット端末の画面共有による議論や，映像接続
端末を用いた発表形式が成功体験となり得たことが，効果的な協働学習の提供や進行，学
習者の支援に対する自信を持たせ得る可能性が推察された．したがって，対人恐怖心性が
高い学習者に対して，協働学習を主体的に導入させる動機付けとして ICTの活用が有効
である可能性が示唆された．
一方，本研究では ICTを活用した協働学習の事例について議論したことによる影響も
考え得る．したがって，グループ活動にタブレット端末を用いたことによる効果を直接的
に示すことはできていない．そこで，グループ活動において使用する ICTツールが学習
者の意識変容に及ぼす効果についても検討の余地があろう．また，タブレット端末をグルー
プ活動に用いなかった場合における，協働学習に対する意識変容について検討することも
今後の課題として挙げられる．さらに，本研究で得られた知見をもとに，教員養成段階に
おける教員としての資質能力向上に寄与し得る講義を設計し，実践的な研究を進めること
を今後の課題とする．
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